
業
の
機
会
に
、
是
非
、
こ
の
適
塾

の
精
神
を
思
い
出
し
て
頂
き
、
実

際
に
苦
し
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
の

役
に
立
つ
立
派
な
医
師
に
な
っ
て

欲
し
い
。」
と
激
励
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
た
。

　

令
和
3
年
度
「
楠
本
賞
」
は
菅

波
修
司
君
に
そ
の
栄
誉
が
贈
ら
れ

た
。
ま
た
、
令
和
3
年
度
博
士
課

程
優
秀
者
と
し
て
8
名
に
そ
の
栄

誉
が
授
与
さ
れ
、
博
士
課
程
の
伯

井
秀
行
君
と
学
部
学
生
の
井
上
真

生
君
に
「
山
村
賞
」
が
贈
ら
れ
た
。

Ｍ
Ｄ
研
究
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
修

了
者
6
名
も
認
定
を
受
け
た
。

第262号

（編集同人）
荻原俊男　米田正太郎
杉本　央　冨田尚裕
上田啓次　朝野和典
木村　正　森井英一
日比野浩　馬場幸子

公益社団法人
医学振興
銀 杏 会

第93回 卒業式

107名医学士誕生

た
。
西
尾
章
治
郎
総
長
に
よ
る
式

辞
で
は
、「
感
染
症
蔓
延
に
続
け

て
世
界
情
勢
の
不
安
定
な
中
、
多

様
性
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ

　

令
和
3
年
度
大
阪
大
学
卒
業

式
が
3
月
24
日
行
わ
れ
た
。
本
年

は
感
染
に
十
分
気
を
つ
け
な
が
ら

大
阪
城
ホ
ー
ル
で
式
典
が
行
わ
れ

る
。
多
様
性
は
生
態
系
が
長
い
時

間
軸
の
中
で
存
在
し
続
け
る
た
め

の
戦
略
で
あ
る
。
こ
の
多
様
性
の

獲
得
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
負

け
る
こ
と
で
、
一
度
負
け
る
こ
と

に
よ
り
そ
の
種
は
新
し
い
選
択
を

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
多
様
性

を
獲
得
で
き
る
。
決
し
て
負
け
る

こ
と
を
恐
れ
ず
、
そ
こ
か
ら
新
し

い
居
場
所
を
作
っ
て
い
こ
う
と
す

る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
も
っ
て

進
ん
で
く
だ
さ
い
。」と
結
ば
れ
た
。

　

ま
た
、
医
学
部
医
学
科
卒
業
式

が
同
日
午
後
3
時
よ
り
行
わ
れ
、

本
年
度
１
０
７
名
の
新
医
学
士
が

誕
生
し
た
。
本
年
度
は
大
阪
大
学

活
動
基
準
に
従
い
、
全
員
が
Ａ
講

堂
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。
熊

ノ
郷
淳
医
学
部
長
よ
り
一
人
一
人

に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
、「
コ
ロ

ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
と
、
予

期
せ
ぬ
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
状

況
、
既
存
の
概
念
や
知
識
で
は
立

ち
行
か
な
い
時
代
に
な
っ
て
い

る
。
教
科
書
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

書
か
れ
た
こ
と
を
単
に
受
け
身
で

身
に
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
明
日

の
医
学
・
医
療
を
切
り
拓
い
て
い

く
よ
う
な
医
学
者
、
医
師
、
医
療

人
と
な
る
こ
と
が
阪
大
医
学
部
出

身
者
の
使
命
。
皆
の
こ
れ
か
ら
に

大
い
に
期
待
し
て
い
る
。」
と
激

励
さ
れ
た
。
土
岐
祐
一
郎
医
学
部

附
属
病
院
長
は
、「
働
き
方
改
革

は
決
し
て
研
修
医
・
専
攻
医
が
楽

に
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
多
少

き
つ
く
て
も
医
師
に
な
っ
て
最
初

の
数
年
で
患
者
さ
ん
や
病
気
と
真

剣
に
向
か
い
合
う
時
間
を
充
実
さ

せ
て
ほ
し
い
。
将
来
ど
の
よ
う
な

道
に
進
も
う
が
、
そ
の
経
験
は
一

生
の
宝
に
な
る
。」
と
祝
辞
を
贈

ら
れ
た
。
最
後
に
、
吉
川
秀
樹
医

学
振
興
銀
杏
会
（
学
友
会
）
理
事

長
が
祝
福
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、

学
友
会
か
ら
の
お
祝
い
を
卒
業
生

に
贈
ら
れ
た
。
理
事
長
は
、「
緒

方
洪
庵
が
、も
っ
と
も
大
事
に
し
、

弟
子
た
ち
に
教
え
て
き
た
こ
と
に

『
実
学
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

学
ん
だ
こ
と
が
、
今
生
き
て
い
る

人
に
役
立
た
な
け
れ
ば
、
そ
ん
な

学
問
は
死
学
で
あ
っ
て
、
実
学
で

は
な
い
、
と
い
う
教
え
で
す
。
卒

定
期
総
会
ご
案
内

開
催
日 

令
和
4
年
5
月
28
日
（
土
）

開
催
場
所 

大
阪
大
学
医
学
部
銀
杏
会
館

 

（
三
階
阪
急
・
三
和
ホ
ー
ル
）

総
　
　
会 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
15
分

特
別
講
演 

 「
腸
管
の
恒
常
性
維
持
機
構

 

－

腸
内
細
菌
と
宿
主
の
相
互
作
用
機
構

－

」

演
　
　
者 

大
阪
大
学
教
授　

竹
田　

潔
先
生

（
本
部
役
員
・
講
演
者
・
学
内
報
告
者
・

助
成
金
採
択
者
・
奨
学
金
採
択
者
以
外
の
）

会
員
の
皆
さ
ま
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
の

み
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
感
染
が
縮
小
し

会
場
に
お
越
し
頂
く
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
際
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

総会オンライン視聴
の登録方法は13面
をご覧下さい。
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こ
の
度
、
大
阪
大
学
医
学
部
附

属
病
院 

病
院
長
を
拝
命
し
ま
し

た
消
化
器
内
科
の
竹
原
徹
郎
で

す
。
私
は
木
村
正
先
生
、
土
岐
祐

一
郎
先
生
の
も
と
医
療
安
全
・
人

事
労
務
担
当
の
副
病
院
長
を
４
年

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

21
世
紀
に
な
っ
て
登
場
し
た
免

疫
調
節
薬
（
生
物
学
的
製
剤
、
抗

体
医
薬
）
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
な

ど
の
自
己
免
疫
疾
患
治
療
薬
、
喘

息
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
治
療

薬
、
抗
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

阻
害
抗
体
に
よ
る
が
ん
治
療
薬
と

し
て
現
在
臨
床
の
現
場
で
広
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
（
す
べ
て
の
薬
の

売
り
上
げ
の
６
〜
７
割
を
占
め
て

い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
）。

そ
の
ご
指
導
や
経
験

を
生
か
し
て
、
病
院

長
と
し
て
山
積
す
る

課
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
。

　

喫
緊
の
重
要
な
課

題
と
し
て
、「
医
師

の
働
き
方
改
革
」、「
病
院
再
開

発
」、「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
」
に
対

す
る
対
応
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
は
、

令
和
6
年
春
に
現
在
の
猶
予
期
間

が
終
了
し
、
本
格
的
な
導
入
に
な

治
験
中
の
薬
剤
も
含
め
、
今
後
も

次
々
と
新
し
い
免
疫
調
節
薬
・
バ

イ
オ
が
登
場
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
の
専
門
領
域
で
あ
る

免
疫
疾
患
に
お
い
て
も
、
あ
る
程

度
の
臨
床
経
験
が
あ
れ
ば
、
そ
の

作
用
機
序
や
免
疫
の
知
識
が
無
く

て
も
医
者
が
バ
イ
オ
・
免
疫
調
節

薬
を
比
較
的
簡
単
に
使
用
で
き
る

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

り
ま
す
。
ど
の
病
院
に
も
求
め
ら

れ
て
い
る
社
会
的
な
要
請
で
す

が
、
大
学
病
院
で
は
、
職
員
の
研

鑽
と
業
務
の
切
り
分
け
な
ど
特
有

の
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
阪
大
病
院
で
は
、
こ
の
春
か

ら
裁
量
労
働
制
以
外
の
職
員
を
対

象
に
、〝
ビ
ー
コ
ン
に
よ
る
勤
怠

管
理
シ
ス
テ
ム
〞
を
導
入
し
、
で

き
る
だ
け
合
理
的
か
つ
客
観
的
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
医
師
の
働
き
方
改

革
に
は
、
多
職
種
間
の
タ
ス
ク
シ

フ
ト
が
重
要
で
あ
り
、
看
護
師
の

　

こ
の
よ
う
な
成
果
の
多
く
は
、

１
９
８
０
年
代
、
１
９
９
０
年

代
、
分
子
生
物
学
的
な
手
法
を
い

ち
早
く
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り

爆
発
的
に
進
展
し
た
基
礎
研
究
―

サ
イ
ト
カ
イ
ン
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン

シ
グ
ナ
ル
、
共
刺
激
分
子
の
同
定

な
ど
―
の
恩
恵
に
よ
る
も
の
で

す
。
何
ら
か
の
形
で
こ
の
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
に
関
わ
り
、
そ
の
中
で

培
わ
れ
た
基
礎
研
究
に
対
す
る

特
定
行
為
研
修
や
薬
剤
師
の
レ
ジ

デ
ン
ト
研
修
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
「
病
院
再
開
発
」
に
つ
い
て
は
、

令
和
7
年
の
稼
働
を
目
指
し
て
、

新
棟
の
建
設
が
加
速
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
現
在
の
外
来
棟
の

北
側
に
、
新
た
に
〝
統
合
診
療

棟
〞
を
建
設
し
、
そ
の
後
、
外
来

棟
を
解
体
す
る
も
の
で
す
が
、
単

な
る
外
来
機
能
の
拡
充
だ
け
で
は

な
く
、
新
棟
に
は
手
術
室
や
Ｉ
Ｃ

Ｕ
、
ア
イ
セ
ン
タ
ー
、
総
合
周
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、
各
種
検

査
部
門
、
未
来
医
療
開
発
部
、
バ

イ
オ
バ
ン
ク
な
ど
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
入
院
、
外
来
の
如
何
に
関

「
皮
膚
感
覚
」
を
有
し
た
先
生
方

がphysician scientist

と
し

て
免
疫
調
節
薬
・
バ
イ
オ
の
臨
床

現
場
へ
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
臨
床
の
先
生
方
も
、
こ

の
時
代
、physician scientist

と
し
て
一
つ
の
高
み
に
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
我
が
国
の
現
状
に
目
を

向
け
れ
ば
危
機
的
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

す
。
次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー

の
登
場
に
よ
るBig Data

活

わ
ら
ず
、
診
療
機
能
の
高
度
化
を

図
る
も
の
で
す
。ま
さ
に
十
年
先
、

二
十
年
先
の
未
来
を
見
据
え
た
、

再
開
発
事
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

工
事
の
槌
音
が
響
く
よ
う
に
な
る

に
従
い
、
患
者
さ
ん
に
は
ど
う
し

て
も
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
難
し
い
期
間

に
、診
療
機
能
を
落
す
こ
と
な
く
、

病
院
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
未
だ
に
終
焉
の
見

通
し
の
た
た
な
い
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
」
に
対
す
る
対
応
で
す
。

阪
大
病
院
は
、
こ
の
二
年
間
、
土

岐
前
病
院
長
の
果
敢
な
ご
判
断
の

も
と
、
病
院
一
丸
と
な
っ
て
、
地

域
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
診
療
に

用
、
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク

ス
、
臨
床
デ
ー
タ
に
紐
づ
け
ら
れ

た
Ａ
Ｉ
診
療
、
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
・

画
像
解
析
・
計
測
技
術
開
発
、
ク

ラ
イ
オ
電
顕
、Single Cell

解

析
な
ど
、
こ
れ
ら
の
技
術
革
新
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
に
す
ら
汲
々
と

し
、
世
界
の
技
術
革
新
の
波
か
ら

は
一
歩
も
二
歩
も
遅
れ
て
い
る
状

況
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
こ
の
10
年
ほ
ど
「
応
用

研
究
」
が
あ
ま
り
に
も
重
視
さ
れ

た
た
め
に
、「
病
気
に
効
く
、
効

か
な
い
」
の
み
が
研
究
の
評
価
と

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
大

阪
大
学
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
地
域
に

生
き
世
界
に
伸
び
る
」
で
す
。
高

度
な
診
療
と
教
育
・
研
究
の
追
求

と
と
も
に
、
大
阪
府
・
阪
神
間
の

医
療
を
支
え
、
地
域
の
方
々
の
安

心
を
担
う
こ
と
は
阪
大
病
院
が
果

た
す
べ
き
重
要
な
使
命
で
す
。
引

き
続
き
、こ
の
問
題
に
対
し
て
も
、

積
極
的
に
関
り
、
地
域
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

な
り
、
純
粋
に
サ
イ
エ
ン
ス
の
質

を
評
価
す
るpeer review

の

シ
ス
テ
ム
が
揺
ら
い
で
い
る
よ
う

に
も
思
い
ま
す
。
一
見
時
代
を
謳

歌
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
免
疫

調
節
薬
・
バ
イ
オ
の
開
発
す
ら
も
、

実
は
限
ら
れ
た
標
的
分
子
に
薬
剤

開
発
が
集
中
し
て
い
る
状
況
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
も
次
代
を
担
う
優
秀
な
人
材
を

輩
出
し
て
い
く
こ
と
が
阪
大
医
学

部
の
使
命
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

竹原徹郎
（昭59）

病
院
長
就
任
の
ご
挨
拶

医
学
部
長
通
信
　
第
20
回
　
　
熊
ノ
郷
淳
（
平
３
）
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寄　附　御　礼
　令和3年12月8日から令和4年4月11日までに、20,252,172円のご寄附を頂き、誠に有難うございました。
　公益社団法人への移行に伴い、平成23年4月1日より当会へのご寄附は個人・法人とも税金控除の対象となっ
ております。また、令和3年7月14日より当会は、寄附金に対してより有利な控除である税額控除制度が選択
できる団体として認定されました。詳細に関しては、事務局までお問い合わせください。

岸本忠三先生（阪大医　昭39）より、20,000,000円をご寄附頂きました
寺岡　修先生（阪大医　昭49）より、50,000円をご寄附頂きました
吉川秀樹先生（阪大医　昭54）より、100,000円をご寄附頂きました
車猿会（癌研有志の会）より、52,172円をご寄附頂きました
横山マサ子先生（阪大医　昭50）より金一封をご寄附頂きました

令和3年秋の叙勲　 瑞宝双光章　　　　　亀井　勲（昭39） （発表日順）

令和3年秋の受賞　 上原賞　　　　　　　岡野栄之（昭58・慶應大医）
令和4年春の受賞　 第3回太田原豊一賞　木下タロウ（昭49・東大農）

ま
し
た
。
一
回
ご
と
の
見
学
・
受

講
の
人
数
を
例
年
の
半
分
に
し
ま

し
た
が
、
逆
に
少
人
数
と
な
っ
た

こ
と
で
、
新
入
生
同
士
、
ま
た
先

生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
に
は
良
か
っ
た
よ
う
に
も
感

じ
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
エ
ル
・
大
阪
で

行
わ
れ
た
医
学
史
講
義
で
は
、
と

も
に
学
友
会
理
事
で
あ
る
渡
邉
幹

夫
先
生
（
平
５
）、
馬
場
幸
子
先
生

（
平
16
）
か
ら
「
母
校
の
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
で
、
誇
り
を
持
ち
、
同
窓

の
仲
間
意
識
を
高
め
る
こ
と
は
、

充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る
こ
と

に
つ
な
が
る
」
と
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
適
塾
以
降
の
大
阪
大
学

医
学
部
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
多
く
の
先
輩
方
の
貢
献

が
あ
っ
て
今
日
が
あ
る
の
だ
と
改

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

適
塾
で
は
、
島
田
昌
一
教
授
（
昭

61
）・
森
井
英
一
教
授（
平
4
）か
ら
、

緒
方
洪
庵
先
生
の
紹
介
や
適
塾
の

歴
史
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
適

塾
当
時
の
塾
生
は
、
閉
鎖
的
な
時

代
に
新
し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
渇
望
し
、
競
い
合
っ
て
成
長
し

た
と
い
い
ま
す
。
新
入
生
の
皆
さ

ん
も
受
験
生
時
代
に
は
コ
ロ
ナ
禍

で
の
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
友
人
と
と
も
に
自
分
の

好
き
な
こ
と
を
と
こ
と
ん
追
求
で

き
る
大
学
生
生
活
が
大
阪
大
学
で

は
可
能
に
な
る
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
新
入
生
の
方
々
も
真

剣
な
眼
差
し
で
耳
を
傾
け
て
お
り
、

実
体
験
の
新
鮮
さ
を
心
か
ら
享
受

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

本
年
は
例
年
通
り
と
は
い
か
な

い
ま
で
も
元
の
形
に
戻
っ
た
開
催

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
の
非

常
事
態
の
中
で
の
高
校
生
・
受
験

生
と
い
う
経
験
を
さ
れ
た
新
入
生

の
皆
さ
ん
は
、
苦
労
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
人
生
で
の
貴
重
な
期
間
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
克
服
で
き
な
い

壁
は
な
い
と
、
皆
が
一
体
と
な
り
こ

れ
か
ら
の
医
学
部
を
築
き
上
げ
、

将
来
、
皆
で
思
い
出
し
て
語
ら
い

あ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

歴
史
探
訪
は
、
後
輩
が
大
阪
大
学

医
学
部
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む

き
っ
か
け
に
な
る
も
の
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
改
め
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

 

山
本
琢
磨
（
平
18
）

　

学
友
会
で
は
、
新
入
生
が
阪
大

医
学
部
の
歴
史
を
知
り
、
母
校
に

対
す
る
誇
り
や
同
窓
の
仲
間
意
識

が
高
ま
る
こ
と
を
目
指
し
、
平
成

29
年
よ
り
体
験
型
の
医
学
部
歴
史

探
訪
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご
寄
附
や

医
学
系
研
究
科
（
教
務
室
他
）、
適

塾
記
念
セ
ン
タ
ー
、
各
学
年
の
在

校
生
有
志
の
方
々
の
ご
協
力
で
、

毎
年
入
学
式
直
後
に
、
医
学
部
の

源
流
で
あ
る
「
適
塾
」（
大
阪
市
中

央
区
北
浜
3

－

3

－

8
）
の
見
学

会
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
感

染
症
蔓
延
の
影
響
に
よ
り
、
こ
こ

２
年
間
は
現
地
で
の
開
催
が
で
き

ず
、
銀
杏
会
館
・
阪
急
三
和
ホ
ー

ル
で
の
開
催
や
オ

ン
ラ
イ
ン
聴
講
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
コ
ロ
ナ

禍
な
り
の
対
策
が

取
ら
れ
て
き
た
こ

と
も
あ
り
、
今
年

度
は
な
ん
と
か
現

地
開
催
に
こ
ぎ
つ

け
る
こ
と
が
で
き

新
入
生
諸
君
、

阪
大
医
学
部
の
源
流
を
味
わ
お
う
！

馬場先生による医学史講義

島田教授による新入生への説明
（学部４年石原百華さん撮影）

森井教授による新入生への説明
（学部４年石原百華さん撮影）

学 友 会 ニ ュ ー ス（3）　第262号 令和４年５月１日



　

統
合
生
理
学
教
室
で
は
膜
電

位
セ
ン
サ
ー
を
も
つ
膜
た
ん
ぱ

く
質
に
着
目
し
、
生
体
の
電
気

信
号
の
基
本
的
仕
組
み
を
明
ら

か
に
す
る
研
究
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
電
気
信
号
と
い
う
と
心

電
図
や
脳
波
に
代
表
さ
れ
る
、

筋
や
神
経
の
情
報
伝
達
を
思
い

浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
。こ
れ
ら
は
、

た
と
え
ば
降
圧
剤
（
ニ
フ
ェ
ジ

ピ
ン
）
や
抗
不
整
脈
薬
（
リ
ド

カ
イ
ン
）
の
標
的
で
あ
る
Ca
チ
ャ

ネ
ル
や
Na
チ
ャ
ネ
ル
な
ど
、
電

位
依
存
性
チ
ャ
ネ
ル
（
図
）
が

良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
々

が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
の
親
戚
で
は
あ
る
の
で

す
が
、
電
気
的
興
奮
性
を
も
っ

て
い
な
い
細
胞
に
も
発
現
し
て

い
る
、
膜
電
位
セ
ン
サ
ー
分
子

群
で
す
。
Ｈ
ｖ
１
は
主
に
血
球

細
胞
と
精
子
で
機
能
す
る
プ
ロ

ト
ン
選
択
的
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル

で
、
生
体
に
は
酸
味
を
受
容
す

る
味
蕾
で
機
能
す
る
プ
ロ
ト
ン

チ
ャ
ネ
ル
と
並
び
、
ヒ
ト
の
ゲ

ノ
ム
が
コ
ー
ド
す
る
プ
ロ
ト
ン
選

択
的
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
の
一
種
で
す
。

Ｈ
ｖ
１
は
膜
電
位
変
化
を
感
知
す

る
と
プ
ロ
ト
ン
の
輸
送
を
引
き
起

こ
し
活
性
酸
素
産
生
の
調
節
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
Ｖ
Ｓ
Ｐ
と
い
う

膜
た
ん
ぱ
く
質
は
、
膜
電
位
セ
ン

サ
ー
と
酵
素
領
域
を
併
せ
持
ち
、

精
子
に
多
く
発
現
し
て
い
ま
す

（
図
）。
膜
電
位
変
化
に
応
じ
て
細

胞
内
側
の
脂
質
分
子
の
分
布
を
変

化
さ
せ
る
こ
と
で
精
子
の
鞭
毛
の

動
き
を
微
妙
に
調
節
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
膜
電
位
セ
ン
サ
ー
分
子
は
、

こ
れ
ま
で
非
侵
襲
的
な
電
気
信
号

の
解
析
が
困
難
な
、
精
子
や
血
球

細
胞
で
機
能
し
て
お
り
、
最
近
は

エ
ン
ド
ソ
ー
ム
な
ど
の
細
胞
内
の

膜
オ
ル
ガ
ネ
ラ
で
も
機
能
す
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
部
位
で
の
膜
電
位
計
測
は
従

来
の
電
極
法
で
は
困
難
で
あ
る
た

め
、
現
在
我
々
は
膜
電
位
を
可
視

化
で
き
る
ツ
ー
ル
の
開
発
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

ニ
ュ
ー
ロ
ン
集
団
か
ら
速
い
電
気
活

動
を
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
す
る
ツ
ー
ル

開
発
の
競
争
に
お
い
て
、
約
半
数

は
も
っ
と
も
シ
ン
プ
ル
な
電
位
セ

ン
サ
ー
ド
メ
イ
ン
を
も
っ
て
い
る
Ｖ

Ｓ
Ｐ
を
元
に
作
製
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
理
学
は
現
象
を
定
量
的
に
解

析
し
て
背
後
に
あ
る
基
本
原
理
を

推
定
す
る
研
究
が
中
心
で
し
た
が
、

生
命
現
象
に
関
わ
る
分
子
や
ゲ
ノ

新
た
な
電
気
信
号

の
役
割
を
探
る

ム
の
情
報
が
つ
ぶ
さ
に
明
ら
か
に

さ
れ
、
様
々
な
側
面
か
ら
多
次
元

的
に
現
象
を
理
解
で
き
る
時
代
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
医
学
部

生
だ
っ
た
頃
は-ology

別
の
学
問

体
系
で
、大
学
は
専
門
店
の
集
ま
っ

た
デ
パ
ー
ト
の
よ
う
な
雰
囲
気
で

し
た
が
、
い
ま
は
解
析
技
術
の
進

歩
は
速
く
、
革
新
的
技
術
の
い
く

つ
か
は
素
人
で
も
垣
根
を
超
え
て

気
軽
に
参
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
我
々
の
一
連
の
研

究
も
医
学
系
研
究
科
内
で
の
連
携

は
も
ち
ろ
ん
、
蛋
白
研
、
産
研
、

微
研
、
保
健
学
科
、
工
学
研
究
科

の
多
く
の
研
究
室
、
更
に
は
共
同

研
究
実
習
セ
ン
タ
ー
や
、CoM

IT

棟
の
オ
ミ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
共
通
施
設
に
大
き
く
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
競
争
が
激
化
し
成
果

が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
す
が
、
一

方
で
根
気
と
ア
イ
デ
ア
さ
え
あ
れ

ば
（
お
金
も
必
要
で
す
が
）
専
門

性
を
越
え
て
、
わ
く
わ
く
す
る
研

究
が
実
現
可
能
に
な
っ
て
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

統
合
生
理
学

 

岡
村
康
司
（
昭
60
・
東
大
医
）

図　上：電位センサーたんぱく質の種類。電位依存性ホスファターゼ（上
右）は、電位依存性チャネル（上左）と異なり、イオンを透過させるドメ
インの代わりに、癌抑制遺伝子として知られるPTENと相同な領域をあわ
せもち、電位変化で酵素活性を変化させる。
下：精子からのパッチクランプ法（右）によるK+電流の計測。VSPをノッ
クアウトしたマウスの精子から記録されるK+電流（下図右）は正常のマウ
ス（下図左）に比べて大きくなっている。これによりCa2+流入が増え、運
動性に異常が出ると考えられる（河合ら、PNAS, 116(51):26020-26028. 
2019）。

Voltage-Sensing 
Phosphatase (Ci-VSP)

Murata Y. Iwasaki H. Sasaki 
M, et al, Nature, (2005) 
435(7046):1239-43.

電位依存性
チャネル

電位依存性
ホスファターゼ
VSP

 代議員選出管理委員
　前号のニュースに同封した代議員候補者について、本年1月に行われた信任投票の開票ならびに集計を2月7
日に行った結果、不信任票数が正会員総数7,177名の5％を超えた候補者はありませんでした。よって候補者
307名全員が次期の代議員候補に選出されました。

代議員候補選出のご報告

　ご寄附をもとに、大阪大学医学部の沿革をまとめて、平成29年に制作した「大阪大学医学部の歩み」ですが、
この度、新たに吹田移転後の歩みを加えた第二版が完成いたしました。
　ご希望の方は事務局までお申し越し願います。当会ホームページ（https://www.ichou.or.jp）からも 
閲覧可能となっております。

「大阪大学医学部の歩み（第二版）」発行のお知らせ

トピッ
クス
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こ
の
ロ
シ
ア
の
動
き
に
端
を
発
し

て
わ
が
国
に
お
い
て
も
核
共
有
の

論
議
が
浮
上
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
だ
。
筆
者
は
、
広
島
原
爆
被

爆
の
２
日
後
に
広
島
県
で
生
ま
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
戦
争
、
特
に
核

兵
器
に
つ
い
て
は
特
別
の
感
覚
を

抱
い
て
い
る
。
い
や
、
こ
の
感
覚

は
日
本
人
だ
け
で
は
な
い
。
昭
和

20
年
の
核
爆
弾
使
用
10
年
目
の
昭

和
30
年
に
出
さ
れ
た
ラ
ッ
セ
ル
・

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
宣
言
で
は「
将

来
の
世
界
戦
争
に
お
い
て
は
か
な

ら
ず
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
し
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
兵

器
が
人
類
の
存
続
を
お
び
や
か
し

　

本
年
2
月
に
人
間
の
存
在
の
本

質
が
問
わ
れ
る
重
大
な
こ
と
が
立

て
続
け
に
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
、

24
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

軍
事
侵
攻
し
た
こ
と
だ
。
し
か
も
、

攻
撃
の
目
標
施
設
に
原
子
力
発
電

所
が
あ
り
、
ま
た
、
核
兵
器
の
使

用
の
可
能
性
も
ち
ら
つ
か
せ
る
な

ど
、
先
の
世
界
大
戦
以
前
に
遡
っ

た
よ
う
な
暴
挙
と
言
え
る
。
更
に
、

て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
み
て
、

私
た
ち
は
世
界
の
諸
政
府
に
、
彼

ら
の
目
的
が
世
界
戦
争
に
よ
っ
て

は
促
進
さ
れ
な
い
こ
と
を
自
覚
し
、

こ
の
こ
と
を
公
然
と
み
と
め
る
よ

う
勧
告
す
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

に
も
拘
ら
ず
、
21
世
紀
の
現
代
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
の
で
あ

る
。

　

も
う
一
つ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
2
日
前
の
22
日
に
旧
優
生
保

護
法
下
で
不
妊
手
術
を
強
制
さ
れ

た
原
告
が
国
家
賠
償
を
求
め
た
控

訴
審
判
決
に
お
い
て
、
大
阪
高
等

裁
判
所
が
旧
法
を
違
憲
と
し
、
国

に
賠
償
を
命
じ
る
判
決
を
下
し
た

こ
と
で
あ
る
。
旧
優
生
保
護
法
は

昭
和
23
年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
続

い
た
法
律
で
、
そ
の
間
、
１
万
６

千
人
以
上
に
強
制
不
妊
手
術
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
強
制
不
妊
手
術

を
め
ぐ
っ
て
は
平
成
30
年
以
降
、

全
国
で
9
地
裁
・
支
部
に
訴
訟
が

起
こ
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
６
件
の

一
審
判
決
が
お
り
て
い
る
が
、
全

て
原
告
側
の
敗
訴
と
な
っ
て
い

た
。
今
回
が
初
め
て
の
高
裁
で
の

判
決
で
、
し
か
も
、
初
め
て
国
の

賠
償
責
任
を
認
め
た
も
の
で
あ

る
。
現
在
、
政
府
は
こ
れ
を
不
服

と
し
て
最
高
裁
に
上
告
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
3
月
11
日
に
は
東

京
高
裁
に
お
い
て
も
賠
償
責
任
を

命
じ
る
判
決
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
下
で
、
大
阪
高
裁
と
東

京
高
裁
で
続
い
て
原
告
側
の
逆
転

勝
訴
と
な
る
二
審
判
決
が
下
さ
れ

た
意
義
は
非
常
に
大
き
い
。
こ
れ

は
、
正
に
人
間
の
尊
厳
の
回
復
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

今
回
、
対
照
的
な
二
つ
の
例
を

示
し
た
が
、
基
本
的
に
は
人
間
の

存
在
の
本
質
そ
の
も
の
へ
の
対
応

の
違
い
で
あ
る
。
長
い
過
去
の
歴

史
の
中
で
、
人
類
は
過
ち
を
含
め

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
て
お
り
、

そ
の
こ
と
を
ど
う
行
動
に
生
か
す

か
で
人
類
の
未
来
が
決
ま
る
こ
と

を
孔
子
は
教
え
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

果
た
し
て
、
今
、
我
々
が
選
択

す
る
道
は
？

 

門
田
守
人
（
昭
45
）

　

が
ん
の
医
療
は
こ
の
数
十
年
の

間
に
大
き
な
変
貌
を
と
げ
ま
し
た
。

治
療
成
績
が
悪
く
「
不
治
の
病
」

と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
昔
の
時
代
に

比
べ
る
と
、
最
近
の
予
後
の
向
上

は
め
ざ
ま
し
く
、
最
新
の
相
対
5

年
生
存
率
（
平
成
21
（
２
０
０
９
）

－

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
地

域
が
ん
登
録
デ
ー
タ
）
は
が
ん
全

体
で
64
％
（
女
性
67
％
、
男
性

62
％
）
と
6
割
を
超
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
10
年
た
っ
て
治
療
法
が

さ
ら
に
進
歩
し
て
い
る
現
在
、
5

年
生
存
率
は
約
7
割
と
推
定
さ
れ

て
お
り
、
も
は
や
が
ん
は
不
治
で

は
な
く
治
り
得
る
病
気
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と
呼
ば
れ
、

が
ん
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
非
常

に
悪
く
、
患
者
は
が
ん
に
な
っ
た

こ
と
を
隠
し
ま
し
た
が
、
が
ん
の

罹
患
率
が
増
加
し
、
国
民
の
2
人

に
1
人
と
多
く
の
人
が
か
か
る
あ

り
ふ
れ
た
病
気
に
な
っ
た
今
日
、

世
間
の
見
る
目
も
変
わ
り
、
公
表

す
る
人
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
が
医
師
に
な
っ
た
頃
は
不
治

と
い
う
理
由
か
ら
、
患
者
に
本
当

の
こ
と
を
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
で
は
必
ず
告
知
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

以
前
の
根
治
的
治
療
法
は
ほ
ぼ

手
術
に
限
ら
れ
て
お
り
、
患
者
の

意
向
を
あ
ま
り
考
え
ず
に
病
院
側

で
治
療
方
針
を
立
て
ま
し
た
が
、

最
近
は
治
療
法
の
選
択
肢
が
増
え

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
取
り
、
患

者
に
方
針
を
決
め
て
も
ら
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
治
療
も
入
院
し

て
行
っ
て
い
た
の
が
、
外
来
中
心

に
な
り
、
患
者
は
仕
事
や
日
常
生

活
を
送
り
な
が
ら
通
院
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
治

療
そ
の
も
の
に
加
え
て
、
患
者
が

毎
日
の
生
活
を
送
る
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
必
要
も
出
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
以
前
は
が
ん
を
治
す
こ
と
だ

け
に
全
力
を
あ
げ
て
、
治
療
の
結

果
生
じ
る
障
が
い
や
生
活
の
不
自

由
さ
に
注
意
が
払
わ
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

現
在
で
は
治
療
結
果
と
同
じ
く
ら

い
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
も
重

視
さ
れ
ま
す
。
が
ん
が
治
れ
ば
よ

い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
も
し

か
し
た
ら
治
す
こ
と
よ
り
も
、
毎

日
の
生
活
を
送
る
こ
と
の
方
が
大

事
だ
と
言
う
患
者
も
い
て
、
患
者

の
要
望
も
多
様
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
治
療
成
績
が
上
が
る
に
つ

れ
、
生
存
者
が
増
え
て
、
自
分
の

体
験
を
語
る
方
も
多
く
な
り
、
そ

の
体
験
を
次
の
医
療
に
活
か
せ
る

よ
う
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
が
ん
医
療
が
変

わ
っ
て
来
る
と
と
も
に
患
者
さ
ん

の
求
め
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て

く
る
と
、
病
院
側
も
そ
れ
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
、
変
革
を
迫
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

が
中
心
と
な
っ
て
が
ん
医
療
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
要
件
の

大
部
分
は
医
療
内
容
以
上
に
、
が

ん
患
者
支
援
の
項
目
で
す
。
が
ん

以
外
の
分
野
も
同
じ
流
れ
と
思
い

ま
す
が
、
私
た
ち
は
色
々
な
こ
と

に
幅
広
く
配
慮
し
な
が
ら
、
医
療

提
供
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

次
回
は
大
阪
警
察
病
院
病
院
長

の
澤
芳
樹
先
生
（
昭
55
）
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

大
阪
国
際
が
ん
セ
ン
タ
ー　

総
長

 

松
浦
成
昭
（
昭
51
）

が
ん
の
医
療
の
変
貌

…その163

過
ち
て
改
め
ざ
る
、　
　
　
　

　
　
是
を
過
ち
と
謂
う
（
孔
子
）

言
提
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大
阪
大
学
心
臓
血
管
外
科
は
、

大
正
11
年
に
設
立
さ
れ
た
第
一
外

科
を
前
身
と
し
、
今
年
で
１
０
０

年
の
歴
史
を
刻
ん
で
お
り
ま
す
。

令
和
3
年
7
月
に
同
講
座
開
講
か

ら
数
え
て
8
代
目
、
外
科
学
講
座

発
足
か
ら
2
代
目
の
教
授
と
し
て
、

宮
川
繁
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

本
講
座
で
は
、
昭
和
31
年
本
邦
初

の
人
工
心
肺
を
用
い
た
開
心
術
を

皮
切
り
に
、
先
天
性
心
疾
患
に
対

す
る
川
島
法
の
開
発
、
平
成
11
年

の
脳
死
法
案
下
で
の
心
臓
移
植
、

大
動
脈
瘤
に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
治

療
の
開
発
、
世
界
初
の
心
不
全
に

対
す
る
再
生
医
療
等
製
品「
ハ
ー
ト

シ
ー
ト
」
の
保
険
収
載
、
世
界
初

の
他
家
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
心
筋
細

胞
シ
ー
ト
移
植
等
の
先
駆
的
な
業

績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
一
世

紀
の
間
、
絶
え
間
な
い
研
究
と
飽

く
な
き
挑
戦
を
し
続
け
る
精
神
の

元
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
の
心
臓
血

管
外
科
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
我
々
は
世
界
に
冠
た
る
組

織
へ
の
成
長
を
目
指
し
、
先
達
の

診
療
科

紹

介

心
臓
血
管

外
科

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
絶

え
ず
時
代
を
先
取
り
す
る
臨
床
・

研
究
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
治
す
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
患
者
に
福
音

を
も
た
ら
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

当
科
の
特
徴
は
、
心
臓
弁
膜

症
、
冠
動
脈
疾
患
、
重
症
心
不
全
、

先
天
性
心
疾
患
、
そ
し
て
末
梢
動

脈
疾
患
等
あ
ら
ゆ
る
循
環
器
疾
患

に
対
し
て
全
て
の
外
科
治
療
が
可

能
な
こ
と
で
あ
り
、
特
に
重
症
化

し
た
疾
患
の
外
科
治
療
に
お
い

て
、
良
好
な
成
績
を
お
さ
め
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
他
施
設
に
先
駆

け
て
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
置

換
術
を
導
入
す
る
と
同
時
に
、
小

切
開
弁
膜
症
手
術
、
カ
テ
ー
テ
ル

を
用
い
たM

itral Clip

を
導
入

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
動
脈

瘤
に
関
し
て
は
、
ス
テ
ン
ト
治
療

を
世
界
に
先
駆
け
て
開
発
し
、
こ

れ
ま
で
の
治
療
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
治
療
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
上
記
の
よ
う
に
、
当
科
は

低
侵
襲
手
術
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ホ

ス
ピ
タ
ル
で
あ
り
、
今
後
も
更
な

る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
心
不
全
外
科
治
療
は
、
当
科

が
先
導
し
て
き
た
分
野
で
す
。
植

込
み
型
人
工
心
臓
の
日
本
で
の
認

可
は
極
め
て
遅
く
、
こ
の
デ
バ
イ

ス
ラ
グ
を
取
り
戻
す
た
め
、
未
認

可
で
あ
っ
た
植
込
み
型
人
工
心
臓

を
初
め
て
導
入
し
、
そ
の
保
険
収

載
や
永
久
使
用
に
繋
げ
て
き
ま
し

た
。
心
臓
移
植
に
お
い
て
は
、
脳

死
法
案
下
で
の
心
臓
移
植
を
再
開

さ
せ
、
心
肺
同
時
移
植
や
小
児
心

移
植
が
施
行
可
能
な
国
内
有
数
の

移
植
施
設
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
循
環
器
内
科
と
ハ
ー
ト
チ
ー

ム
を
形
成
し
、
ベ
ス
ト
な
高
度
医

療
を
提
供
し
、
重
症
度
が
高
い
患

者
を
治
療
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
治
療
成
績
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
あ
り
、
日
本
国
内
で
の
最
終
受

け
入
れ
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

Academ
ic Surgeon

を
育

成
す
べ
く
、
常
に
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

を
意
識
し
た
研
究
テ
ー
マ
の
構
築

と
実
践
、
特
に
ト
ラ
ン
ス
レ
ー

シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
を
真
髄
と
し

た
研
究
を
基
盤
と
し
て
、
当
科
の

研
究
は
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
自

己
筋
芽
細
胞
シ
ー
ト
は
平
成
14
年

か
ら
基
盤
研
究
か
ら
始
ま
り
、
世

界
初
の
心
不
全
に
対
す
る
再
生
医

療
製
品
「
ハ
ー
ト
シ
ー
ト
」
と
し

て
、
虚
血
性
心
筋
症
に
対
し
て
保

険
償
還
さ
れ
ま
し
た
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
に
関
し
て
は
、
平
成
18
年
か
ら

京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
の

山
中
教
授
と
共
同
研
究
を
開
始

し
、
令
和
2
年
に
世
界
初
の
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
由
来
心
筋
細
胞
を
用
い
た

心
不
全
患
者
に
対
す
るFirst in 

hum
an

試
験
を
行
い
ま
し
た
。

難
治
性
疾
患
に
病
め
る
患
者
の
福

音
と
な
る
べ
く
、
さ
ら
に
新
し
い

コ
ン
セ
プ
ト
を
兼
ね
備
え
た
新
規

治
療
法
の
開
発
を
行
っ
て
お
り
、

様
々
な
技
術
を
用
い
て
、
拡
張
型

心
筋
症
を
は
じ
め
と
し
た
難
治
性

疾
患
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
新
し

い
治
療
体
系
の
確
立
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
、
若
手

医
師
が
臨
床
の
現
場
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
て
医
療
機
器
を
開
発
し
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
設
立
に
繋
げ
る
「
バ
イ

オ
デ
ザ
イ
ン
」
の
試
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
大
阪
大
学
関
連

施
設
は
全
国
37
施
設
を
数
え
、
関

連
病
院
群
全
体
で
、
手
術
の
質
向

上
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構

築
、
若
手
外
科
医
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
臨
床
、
研
究
、
教
育

の
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た

が
、
我
々
だ
け
で
は
、
力
が
及
ば

ぬ
こ
と
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
と
も
何
卒
一
層
の
ご
指
導
ご
支

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

 

宮
川
　
繁
（
平
６
）
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大
阪
労
災
病
院
は
令
和
４
年
１

月
１
日
同
じ
敷
地
内
に
建
築
中
で

あ
っ
た
新
病
院
に
移
転
し
ま
し

た
。
正
確
に
言
え
ば
、
移
転
し
た

の
は
病
院
本
体
で
あ
る
病
棟
・
外

来
部
門
で
、
そ
の
他
の
周
辺
部
門

は
ま
だ
工
事
が
進
行
中
で
す
。
事

務
・
医
局
部
門
は
、
旧
来
の
事
務
・

医
局
棟
を
新
病
院
と
渡
り
廊
下
で

つ
な
い
で
継
続
使
用
し
ま
す
。
現

在
そ
の
内
部
を
再
配
置
工
事
中
で

す
が
、
そ
の
完
成
は
令
和
４
年
11

月
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
病
院

は
事
務
・
医
局
棟
を
除
き
す
べ
て

解
体
し
、
跡
地
は
駐
車
場
に
な
る

計
画
で
す
。
正
式
な
新
病
院
の
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
は
令
和
６
年
６

月
駐
車
場
の
完
成
を
待
っ
て
か
ら

と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

大
阪
労
災
病
院
は
、
現
在
の
独

立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機

構
の
前
身
で
あ
る
特
殊
法
人
労
働

福
祉
事
業
団
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
全
国
労
災
病
院
の
一
員
で
、
昭

和
37
年
に
開
院
し
ま
し
た
。
働
く

人
々
の
健
康
を
支
援
す
る
勤
労
者

医
療
を
使
命
と
す
る
と
同
時
に
、

南
大
阪
地
域
の
総
合
的
医
療
を
中

核
的
に
担
う
病
院
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
医
療
環
境

の
変
遷
も
あ
り
、
現
在
で
は
地
域

の
急
性
期
医
療
、
高
度
専
門
医
療

を
中
心
的
に
担
う
病
院
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
新
病
院
は
開
院

以
来
じ
つ
に
60
年
ぶ
り
に
新
築
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

新
病
院
の
病
床
は
旧
病
院
と
同

じ
く
６
７
８
床
で
、
建
物
は
水
害

時
に
問
題
を
生
じ
る
可
能
性
の
あ

る
地
下
構
造
は
設
け
ず
地
上
階
の

み
の
10
階
建
て（
高
層
棟
）
と
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
設
備
は
外
来
棟

（
低
層
棟
）
屋
上
の
４
階
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
1
、
２
階
は
各
科

外
来
な
ら
び
に
救
急
外
来
と
検
査

部
門
、
放
射
線
診
断
・
治
療
部
門
、

薬
剤
部
門
な
ど
を
配
備
し
ま
し

た
。
１
階
の
救
急
外
来
は
診
断
・

治
療
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
画

像
診
断
部
門
と
内
視
鏡
検
査
・
治

療
室
に
隣
接
し
て
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
新
病
院
で
は
、
設
計
思
想

と
し
て
、
外
来
、
病
棟
と
も
に
で

き
る
だ
け
患
者
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ

の
動
線
は
交
錯
し
な
い
よ
う
に
配

慮
し
な
が
ら
も
、
対
面
時
に
は
距

離
が
離
れ
な
い
よ
う
に
開
放
的
で

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
内
部
設
計
と
し

て
い
ま
す
。
が
ん
患
者
さ
ん
の
利

便
性
と
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
は
特
に
配

慮
し
、
各
科
外
来
と
は
独
立
し
て

２
階
に
31
床
の
外
来
化
学
療
法
室

と
、
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
セ
ン
タ
ー
、
緩

和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
が
ん
サ

ロ
ン
か
ら
な
る
が
ん
セ
ン
タ
ー
を

設
け
ま
し
た
。
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
は
同
じ
フ
ロ
ア
に
あ
る
治

療
と
就
労
の
両
立
を
支
援
す
る
治

療
就
労
両
立
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も

連
携
し
な
が
ら
運
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

３
階
に
は
手
術
室
、
集
中
治
療

室
、
心
カ
テ
室
か
ら
な
る
高
度
医

療
を
担
う
部
門
を
集
中
的
に
配
置

し
ま
し
た
。
手
術
室
は
16
室
で
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
手
術
、
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
手
術
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
手

術
な
ど
各
科
の
専
用
医
療
機
材
を

設
置
し
て
も
手
狭
と
な
ら
な
い
十

分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
設
計

と
な
っ
て
お
り
、
年
間
手
術
件
数

１
３
，０
０
０
件
の
実
績
を
担
え

る
体
制
と
し
ま
し
た
。
手
術
室
に

隣
接
し
て
I
C
U 

12
床
と

C
C
U
／
H
C
U
／
S
C
U 

16
床
を
配
置
し
、
C
C
U
の
そ

ば
に
は
心
カ
テ
室
を
３
室
設
け
て

い
ま
す
。
こ
の
３
階
フ
ロ
ア
は
１

階
の
救
急
外
来
と
専
用
エ
レ
ベ
ー

タ
で
結
ば
れ
、
救
急
患
者
は
心
カ

テ
室
、
集
中
治
療
室
、
手
術
室
い

ず
れ
に
も
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
大
阪
労
災
病
院
は
こ
の
よ
う

な
ハ
ー
ド
面
の
大
幅
な
更
新
を
ふ

ま
え
て
、
が
ん
診
療
、
循
環
器
病

／
脳
卒
中
診
療
、
そ
し
て
Q
O
L

に
大
き
く
か
か
わ
る
感
覚
器
疾
患

／
運
動
器
疾
患
に
対
す
る
診
療
を

中
心
と
し
て
急
性
期
医
療
な
ら
び

に
高
度
専
門
医
療
を
推
進
し
て
い

く
所
存
で
す
。
学
友
会
の
先
生
方

に
は
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
鞭
撻

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全

機
構

　
　

大
阪
労
災
病
院

　
　
　

院
長 

田
内
　
潤
（
昭
50
）

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
　
大
阪
労
災
病
院

図１．旧病院に隣接して建築された新病院

図２．ハイブリッド手術室

紹 病
介 院
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